


























開催日時 2007年7月2日(月)2:00-5:30 時計台記念館2F国際交流ホール 
主催 京都大学経済学研究科上海センタ  ー
共催 京都大学上海センター協力会   後援 環日本海アカデミック・フォーラム(予定) 
あいさつ 森棟公夫 京都大学経済学研究科長 
コーディネーター 山本裕美 上海センター長 
報告者 1)藤井重樹 積水(青島)塑膠総経理 「積水化学の中国事業と内陸部開発」 
2)宮崎 卓 京都大学准教授 「内陸部開発への日本の経済協力について」 
3)朱 正威 西安交通大学西部開発中心教授 「中国西部大開発の進展と今後の課題」 







大阪府日中経済交流協会副会長、関西日中関係学会会長 原田 修 














































































  「地上本没有路、走的人多了、也便成了路」 
 
日本海を見つめる 
 ３日目、昼食の後、ロシア人の買い物ツアーの現場を視察する。 
 中国への入国はひとり３千元以下（の品物）は無税、帰国時は手荷物２５キロ２個まで無税の、
バスでの一泊旅行。昨夜もホテルで彼らの姿を見かけたが、税関前のおばさんたちの前に並べられ
た同じ袋の手荷物は、スポンサーつきの 
商品（多分日用品）と見た。極東ロシアからの入国には同じような海産物が持ち込まれるとあるか
ら、これは欧州での中国人の高級ブランド商品の買出しツアーと類似する。その手口と仕掛け人に
は、相通じるものがあるのだろう。 
 ロシア製のバス３台が、買出し人と商品を満載して税関を越えて行った。 
 
 東北三省の海の玄関口は、大連港のみである。 
 吉林省、黒龍江省、そして内蒙古は鉄路で大連まで荷物を運ばなければならない。海外だけでは
なく、中国の南部の都市へも、木材や糧食など単価の低い大容量の貨物を運ぶのに鉄路運賃のコス
トでは競争力が低下する。 
 京都大学上海センターの資料「日本海対岸貿易の可能性について」をみると、中国の琿春、ロシ
アのザルビノ、北朝鮮の羅津、それに韓国の束草や日本の新潟などを運行する定期コンテナ船の就
航についての提案なり、予測が述べられている。日本海への直接の窓口を持たない中国、琿春にと
って、当面の日本海への出口はロシアのザルビノ経由日本が最有力ルートになるだろう。 
 小島衣料一社でも従業員が三千人規模になれば定期コンテナ船就航は可能との読みがあるが、こ
こに来てトヨタの動きが注目されて来ているようである。  
 昨年の通関統計（06.1～11）によると、吉林省の対日輸入大手10社の輸入額は8.5億ドルで、そ
の最大手は第一汽車集団の自動車部品の輸入である。ここはいわずと知れたトヨタの合弁相手。そ
のうえロシアのサントペテルブルグ（旧レニングラード）での現地生産が本格化する。日本から南
回りの輸送では一月以上かかる時間を極東ロシア経由の鉄路輸送に切り変えた場合、物流コストを
いかほど削減できるか（輸送中に寝ている物品のコストも馬鹿にならない）。長春の第一汽車との活
用を考えた場合、ロシアのザルビノ港の荷揚げ施設に若干の投資をしても、ウラジオストクに陸揚
げするよりもシベリア鉄道に直結する上、琿春まで陸路1～2時間、線路幅さへ調整すれば鉄路で長
春まで直行できるメリットがある。日本から琿春経由で2～3日での物流が可能となるのである。 
 
 琿春から日本海を見つめる旅は終わりに近づいてきた。 
 同行の知人で、中・露ビジネスにも経験豊富なSさんがつぶやいた。“もう20歳若かったらなぁ！”、
わたしも同じ思いがしていた。日本海を平和の海にする仕事は、次の世代にバトンタッチしなけれ
ばならないが、政治を動かすのに経済の力が大きいことは「政冷経熱」で実証されている。開かれ
た道を踏み固め、広げて行かなければならない。（2007年6月3日 記） 
 
